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ハローワークのマッチング機能に関する業務の評価・改善の取組について 
 
 
 鹿児島労働局（局長：永野 和則）は、ハローワークのマッチング機能に関する業務について

評価を行うことで、効果的な業務改善を継続的に行っています。 
併せて、ハローワークごとに毎月のマッチング業務の成果や評価結果、業務改善の状況等を利

用者に公表することにより透明性を高め、ハローワークが今後も利用者から信頼され、地域に必

要な機関として機能していくため、業務の質の向上を図ることとしています。 
 今般、令和８年度の鹿児島労働局及びハローワークにおける主要指標の年間目標を定めました

ので公表します。 
 
（趣旨・取組の概要） 
 

 
労働市場全体のマッチング機能の強化のためには、国、地方自治体及び民間の需給調整機関

が、それぞれの役割・機能に応じた連携を強化していく必要があります。 
その中で、国が直接運営する無料の職業紹介機関として雇用対策の基軸をなすハローワーク

は率先してマッチング機能の更なる強化を図り、雇用のセーフティネットとしての機能を高め

ていくことが重要であることから、新たに次の取組を一体的に実施しているところです。 
 

① ＰＤＣＡサイクルによる目標管理及び業務改善の拡充 
② ハローワークのマッチング機能の総合評価及び利用者への公表 
③ 評価結果等に基づく全国的な業務改善に向けた取組の強化 
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令和８年度 鹿児島労働局及びハローワーク主要指標目標 
 

主要指標の年間目標 
 就職件数 

（一般） 

（※１） 

充足件数 

（一般・受理地ベー

ス） 

（※１） 

雇用保険受給者の早

期再就職割合 

（※２） 

人材不足分野の就職

件数 

（※３） 

鹿児島労働局 ２５，１９９件 ２５，３１６件 ３７．４％ ８，６３４件 

ハローワーク鹿児島 ７，１８８件 ８，７６５件 ３７．４％ ３，０７５件 

ハローワーク川内 ２，３６４件 ２，１７０件 ３７．４％ ７０３件 

ハローワーク鹿屋 ２，９５１件 ２，７４８件 ３７．４％ １，０１０件 

ハローワーク国分 ４，７２９件 ４，２２６件 ３７．４％ １，５４４件 

ハローワーク加世田 １，１８１件 １，０５５件 ３７．４％ ３６６件 

ハローワーク伊集院 １，１４４件 ９６４件 ３７．４％ ３９３件 

ハローワーク大隅 １，７１８件 １，６３８件 ３７．４％ ４６６件 

ハローワーク出水 １，６２６件 １，５２０件 ３７．４％ ４５８件 

ハローワーク名瀬 １，４１２件 １，４０７件 ３７．４％ ３７０件 

ハローワーク指宿 ８８６件 ８２３件 ３７．４％ ２４９件 

 

（※１）パートを含む。 

（※２）雇用保険受給者が、基本手当の所定給付日数を３分の２以上残し（待期期間・給付制限期間中の就職者、 

自己就職者を含む）早期に再就職し、雇用保険資格取得届が提出された割合。 

（※３）人材不足分野とは、医療・介護・保育・建設・警備・運輸の分野。 

 

〈別添資料〉 

・「ハローワークのマッチング機能に関する業務の評価・改善の取組」概要 



ハローワークのマッチング機能
に関する業務の評価・改善の取組

の概要
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・ハローワークのマッチング機能の強化を図るため、

評価結果をもとに、本省・労働局による個別のハ

ローワークへの重点指導や好事例の全国展開を

実施

ハローワークのマッチング機能に関する業務の評価・改善の取組（概要）

・就職件数等の主要指標のみに基づくＰＤＣＡサイ
クルによる目標管理を拡充し、
① 主要指標の目標を達成するために行うマッチン
グ業務の課程を評価するマッチング補助指標
②利用者の視点からサービスの質を測定する満
足度指標
③ ハローワーク毎に、中長期的なマッチング機能
強化のため、職員の資質向上や継続的な業務
改善の取組を推進する評価項目である所重点項
目を加え、総合的な観点から目標管理を実施。

（１） ＰＤＣＡサイクルによる
目標管理・取組の評価

（２） ハローワークのマッチング機
能の総合評価・利用者への公表

（３） 評価結果に基づく
全国的な業務改善

・業務の成果について毎月公表
→各労働局が所管ハローワークの主要指標の

実績をＲ7年度までは毎月公表

・年度終了後、業務の成果（主要指標・所重点指
標）や質（補助指標）、職員の資質向上・業務改善

の取組（所重点項目）の実施状況を踏まえ、ハロー

ワーク毎に総合評価を実施。

→労働市場の状況や業務量が同程度のハローワー

クをグループに分け、同一グループ内で相対評価

・ハローワーク毎に総合評価結果及び業務改善の
取組等をまとめ、各労働局が公表。

・総合評価結果を、労働局は地方労働審議会、
本省は労働政策審議会に報告。

重点的に取り組んだ事項、業務改

善を図った事項、業務改善が必要

な事項、総合評価、基本統計デー

タ、指標ごとの実績及び目標達成

状況などを公表
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主要業務
の成果の向上

サービスの質向上
地域の課題への対応

職員の資質向上の取組

継続的な業務改善の取組等

○ 平成27年度から、目標管理・業務改善の取組拡充等を柱とする「ハローワーク総合評価」を開始。

○ 例年、すべてのハローワークにおいて業務毎に目標値を設定し、その達成状況等に応じた４段階の相対評価等を実施。次年度以
降の業務改善に繋げる。また、取組状況や評価結果は公表し、労働政策審議会（本省）や地方労働審議会（労働局）にも報告。

○ (１)目標管理、(２)実績公表・相対評価、(３)評価結果に基づく業務改善といった一連の流れを続けることにより、サービスの質の向
上に向けた取組を継続的に実施。
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① 評価結果に基づき、本省から、労働局・ハ
ローワークに対する問題状況の改善指導

② 一定の基準に該当するハローワークは改善
計画を作成、本省・労働局が重点指導

③ 労働市場の状況や業務量が同程度のハロー
ワークにおいて、相対的に高評価となったハ
ローワークにおける取組事例を全国展開



総合評価の構成
ハローワークのマッチング機能の総合評価は、全ハローワーク共通の評価指標と、地域の雇用課題等に応
じてハローワークごとに選択する評価指標や継続的な業務改善等に関する評価を総合的に勘案して実施。

（１）所重点指標による評価（実績は引き続き把握する
がHW評価としては廃止）

ハローワークのマッチング機能に関する業務のうち、地域
の雇用に関する課題等を踏まえ、ハローワークごとに重点的
に取り組む業務に関する指標に基づく評価
○ 障害者の就職件数
○ 生活保護受給者等の就職率 など

（１）主要指標による評価
ハローワークのマッチング機能に関する業務のうち、特に中核

業務の成果を測定する評価指標
○ 就職件数（一般）
○ 求人充足件数（受理地ベース・一般）
○ 雇用保険受給者の早期再就職割合
○ 人材不足分野の就職件数

ハローワークごとの重点的な取組の評価
（所重点指標・所重点項目）

総合評価を実施

（３）満足度指標による評価
利用者の視点からサービスの質を測定する評価指標

○ 満足度（求職者）
○ 満足度（求人者）

（２）所重点項目に対する評価
中長期的なマッチング機能向上のための、職員の資
質向上や継続的な業務改善の取組に関する評価指標
○ 職員による求職者担当制の実施
○ 職員による事業所訪問の実施
○ 求人に対する担当者制の実施
○ 職員による計画的なキャリア・コンサルティ

ング研修の受講
○ 地方自治体・地域の関係機関との連携の推進
など
※ 任意の項目を重点的に取り組む「ピックアップ項目」

の指定

全ハローワークで共通する評価
（全所必須指標）

※所重点指標は、ハローワークごとに、
評価対象とする業務・取組を選択
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（２）マッチング補助指標による評価
主要指標の目標を達成するために行うマッチング業務の課程

等を測定する指標に基づく評価指標
○ 新規求職者一人当たりの紹介件数
○ 「有効期間中１件以上紹介があった求人件数」の割合



総合評価の方法
総合評価は年度単位で実施する。ハローワークごとに、労働市場の状況や業務量が同程度のハローワー
クを１１のグループに分け、年度終了後に、年度合計の指標の実績を点数化し、同一のグループ内で相対
評価を行う。

②評価指標（主要指標・マッチング補助指標・満足度指標）の目標達成率が100％以上の場合に、点数を加点する。

①評価指標（主要指標・マッチング補助指標・満足度指標）ごとに、年度当初に定めた目標への達成状況を基に、点数を付与する。

※目標達成状況によるポイントは、所重点項目を除く各指標（主要指標・補助指標・所重点指標）について計算。

Ａ指標の目標達成率 Ａ指標のポイント化係数
○○ハローワークの
Ａ指標のポイント

③評価指標（所重点項目）の実施状況を基に、点数を付与する。
※中長期的な観点から必要となる職員の資質向上のための取組や継続的な業務改善の取組を実施した場合に、取組ごとに点数を付与。
※「ピックアップ項目」として選定した項目について達成時に加点する。

④①～③の点数を合計し、ハローワークごとに、総点数を計算する。

11の類似するハローワークからなるグループ内で、総点数を比較の上、４段階（「非常に良好な結果」、
「良好な結果」、「標準的な結果」、「成果向上のため計画的な取組が必要」）の相対評価を行う。

※評価は本省で実施し、評価結果を労働政策審議会に報告。 4



指宿名瀬出水大隅伊集院加世田国分鹿屋川内鹿児島局計

9791,5471,7731,8671,2521,2925,1763,2032,5717,83727,497前年度目標数

8861,4121,6261,7181,1441,1814,7292,9512,3647,18825,199今年度目標数

鹿児島労働局の全所必須指標の年間目標値

主要指標 ハローワークのマッチング機能に関する業務のうち特に中核業務の成果を測定する指標

令和８年度の各ハローワークの目標は以下のとおりです。

○就職件数（一般）

○充足数（一般）

○雇用保険受給者の早期再就職割合

指宿名瀬出水大隅伊集院加世田国分鹿屋川内鹿児島局計

8761,5081,6151,6181,0381,0984,3362,8842,2329,22426,429前年度目標数

8231,4071,5201,6389641,0554,2262,7482,1708,76525,316今年度目標数

指宿名瀬出水大隅伊集院加世田国分鹿屋川内鹿児島局計

38.238.238.238.238.238.238.238.238.238,238.2前年度目標割合

37.437.437.437.437.437.437.437.437.437.437.4今年度目標割合

（※１）

（※１）

（※２）

（※１）パートを含む

（※２）雇用保険受給者が、基本手当の所定給付日数を３分の２以上残して早期に再就職する割合 （単位：％）
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○人材不足分野の就職件数（※１）

指宿名瀬出水大隅伊集院加世田国分鹿屋川内鹿児島局計

2774195005354283751,7041,0978032,7838,921前年度目標数

2493704584663933661,5441,0107033,0758,634今年度目標数



鹿児島局

0.78今年度目標数

鹿児島労働局の全所必須指標の年間目標値

マッチング補助指標 主要指標の目標を達成するために行うマッチング業務の課程等を測定する指標

令和８年度の各ハローワークの目標は以下のとおりです。

○新規求職者1人当たりの紹介件数

○「有効期間中1件以上紹介があった求人件数」の割合

指宿名瀬出水大隅伊集院加世田国分鹿屋川内鹿児島局計

36.5％37.2％41.7％37.6％31.6％31.5％36.5％35.2％37.1％31.8％34.2％７年度実績率

35.9％37.0％41.4％37.6％31.5％32.0％36.8％35.4％37.3％31.5％34.1％今年度目標率

満足度指標

鹿児島局

83％以上満足度(求人者) (%)

91％以上満足度(求職者)(%)

利用者の視点からサービスの質を測定する指標

（※１）

（※１）

（※１）パートを含む
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